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戦争に翻弄された
オラング生まれの病院船

文 山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)

タンジョンプリオク港のオプテンノール

天応丸 (筆者所蔵)

《 主 要 目 》 海車病院船、裕トン数6076トン、長さ1294メー トル、幅]68メー トル。主機レンツ汽機、 2軸、出力6160馬力 航 海速力]55ノ ット。

オランダエ立郵船会社 (KPM)の 害船オフテンノールOp ten Noortと して1927(昭和 2)年 ネーデルランド造船所で峻工。インドネ

シア海域のクルーズ、次いでジャワ島～シンガポール～スマトラ島に就航。太平洋戦争勃発に伴いオランダ海軍の病院船となる。1942(昭

和17)年 2月 日本海軍が拿浦し、天応丸次いで第二氷川丸と改名。終戦直後、日本海軍が若狭湾で爆沈処分。
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オ

ラ

ン

ダ

Ｋ

Ｐ

Ｍ

の

フ

ラ

グ

シ

ッ
プ

前
身
は
オ
ラ
ン
ダ
王
立
郵
船
会
社

（Ｋ
Ｐ
Ｍ
）
の

フ
ラ
グ
シ

ッ
プ

「
オ
ブ

テ
ン
ノ
ー
ル
」
Ｏ
ｏ
青
Ｄ

を
８
二
で
あ
る
．
１
９
２
７

（昭
和
２
）
年
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
造
船
所
で
建
造
さ
れ

た
。
徐
船

「
プ
ラ
ン
シ
ウ
ス
」
口
営
命
一房

（５
９
５

５
総
ト
ン
）
と
ほ
ぼ
同
型
。
船
名
は
Ｋ
Ｐ
Ｍ
の
草
創

期
の
社
業
を
指
導
し
た
人
物
名
か
ら
と
ら
れ
た
。

当
初
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海
域
の
ク
ル
ー
ズ
、
次
い

で

「
プ
ラ
ン
シ
ウ
ス
」
が
就
航
し
て
い
た
ジ
ャ
ワ
島

北
岸

（バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
ス
ラ
バ
ヤ
）
～
ム
ン
ト
ク

（バ

ン
カ
島
）
～
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
～
ベ
ラ
ワ
ン

（ス
マ
ト

ラ
島
）
～
デ
リ

（同
）
を
結
ぶ
航
路
に
加
わ

っ
た
。

ク
ル
ー
ズ
怖
客
は
米
国
人
が
多
か

っ
た
。

Ｋ
Ｐ
Ｍ
は
本
国
オ
ラ
ン
ダ

ヘ
の
航
路
を
も
た
な
い

典
理
的
な
位
民
地
れ
述
公
社
で
あ
る
。
１
８
８
８
（明

治
肌
）
年
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア

（現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
に
設

立
。
３
年
後
、
小
型
船
噂
隻
で
開
業
し
た
。
逗
航
海

城
は
オ
ラ
ン
ダ
仙
束
イ
ン
ド
、
つ
ま
り
今
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
海
域
で
あ
る
。
こ
こ
は
名
だ
た
る
多
島
れ
で

あ
り
、
多
く
の
小
型
船
を
必
要
と
し
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
独
立
後
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
の
航
路
は
日
宮
れ
迎
会
社
ペ

ル
ニ
　
電
弓
日
の三
）
に
引
き
継
が
れ
た
。

戦
争
が
こ
の
船
の
前
と
を
変
え
た
。
太
平
洋
戦
争

勃
発
後
、
「
オ
プ
テ
ン
ノ
ー
ル
」
は
オ
ラ
ン
ダ
海
草

が
徴
用
、
病
院
船
に
改
去
さ
れ
た
。
改
装
工
事
は
バ

タ
ヴ
ィ
ア
の
外
港
タ
ン
ジ
ョ
ン
プ
リ
オ
ク
の
Ｋ
Ｐ
Ｍ

修
理
工
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

物
病
者
収
容
数
は
２
０
０
人
。
打
医
２０
人
、
オ
設

婦
１０
数
人
が
乗
船
．
船
内
は
明
る
く
清
潔
だ

っ
た
。

病
〓
は
船
内
の
好
位
置
を
占
め
、
ス
ペ
ー
ス
が
広
か

っ
た
。
ベ
ッ
ド
は
移
動
式
。
手
術
室
に
水
銀
灯
を
使

用
．
冷
房
装
置
も
適
ｉ
備
わ

っ
て
い
た
と
い
う

（高

桁
茂

『氷
川
九
物
計
』
か
ま
く
ら
木
秋
社
）。

ジ
ャ
ワ
海
で
日
本
海
軍
が
臨
検
拿
捕

開
戦
３
カ
月
後
の
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
の
前
日

（１

９
４
２
年
２
月
２６
日
）
、病
院
恥
「
オ
プ
テ
ン
ノ
ー
ル
」

は
ジ
ャ
ワ
れ
で
Ｈ
本
加
１１１
に
，
柿
さ
れ
た
。
同
船
を

臨
検
し
卓
捕
し
た
の
は
駆
逐
縮

「
天
津
風
」
で
あ
る
．

同
慌
は
僚
昧
と
と
も
に
、
ジ
ヤ
ワ
島
に
上
陸
す
る
輸

送
船
４０
余
生
を
設
待
し
て
い
た

（天
津
瓜
陥
長
　
原

為

一

『帝
国
海
軍
の
最
後
革
河
出
書
房
）。

陥
校
し
た
と
こ
ろ
、
傷
病
兵
の
姿
は
な
く
、
船
長
、

船
貝
の
ほ
か
に
軍
医
、
看
護
婦
な
ど
１０
数
名
が
乗
船

し
て
い
る
だ
け
で
、
と
く
に
問
題
と
な
る
点
は
な
か

っ
た
。
と
な
る
と
、
Ｈ
本
加
年
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条

約
を
無
視
し
て
病
院
船

「
オ
プ
テ
ン
ノ
ー
ル
」
を
卓

捕
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
政
府

は
、
争
捕
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
条
約
に
よ
り
同
船
を

「抑
留
」
し
た
と

い
う
立
場
を
と

っ
て
お
り
、
国
際

条
約
に
辻
反
し
て
い
な
い
と
し
て
い
た
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
事
件
は

「
オ
プ
テ
ン
ノ
ー
ル
」

の
そ
の
後
の
運
命
を
変
え
る
こ
と
に
な

つ
た
。
事
件

後
、
同
船
は
ス
ラ
ウ
ェ
シ
鳥
の
マ
カ
ッ
サ
ル
に
係
留
．

連
合
年
捕
虜
の
収
容
に
使
わ
れ
た
ｃ

次
い
で
こ
の
作

（１
９
４
２
年
）
１０
月
、
同
研
は

日
本
本
上
に
回
航
さ
れ
、
海
軍
病
院
船
に
改
装
。
原

怖
名
の
■
を
と

つ
て

「
人
応
九
」
と
改
名
し
、
市
方

海
城
を
は
々
と
し
た
。
当
時
の
写
真
を
見
る
と
川
突

が
大
く
な

っ
て
い
る
。
前
歴
を
隠
す
た
め
の
携
装
工

作
だ

っ
た
よ
う
だ
。
１
９
４
４

（昭
和
１９
）
午
１１
月

に
は

「第
二
氷
川
九
」
と
ヽ
改
名
さ
れ
た
。

終
戦
直
後
、
若
狭
湾
で
爆
沈
処
分

「第
二
氷
川
九
」
は
舞
偉
で
終
戦
を
迎
え
た
。
卓
捕

時
の
不
当
性
を
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
造
及
さ
れ
る
こ
と

を
懸
念
し
た
日
本
海
軍
は
、
同
船
の
爆
沈
処
分
を
決

め
た
。
爆
沈
作
業
を
指
好
し
た
の
は
、
オ
得
鎮
守
府

防
備
隊
の
竹
雄
■
七
加
＝
大
肘

（】
時
）
で
あ
る
。

佐
藤
元
大
尉
に
よ
る
と
、
終
戦
直
後
の
８
月
１９
日

夜
、
同
船
は
舛
俺
を
出
港
し
、
沓
れ
の
北
束
７
４
０

０
メ
ー
ト
ル
、
水
深
１
４
０
メ
ー
ト
ル
の
若
狭
消
ｉ

で
停
船
。
１０
数
人
の
作
来
隊
が
船
氏
に
２
個
の
爆
雷

を
取
り
付
け
、
２
５
０
メ
ー
ト
ル
帥
れ
た
れ
に
か
ら

佐
藤
大
尉
が
点
火
し
て
沈
め
た
と
い
う

（１
９
７
８

年
１０
月
３‐
日
付

『大
阪
行
日
新
聞
し
。

だ
が
、
１
９
５
３

（町
和
２８
）
年
に
な

っ
て
オ
ラ

ン
ダ
と
の
問
で
、
恐
れ
て
い
た
賠
償
請
求
問
題
が
生

じ
た
。
そ
し
て
１
９
７
８

（‐ｌｒｉ
和
５３
）
年
、
日
本
政

府
が
オ
ラ
ン
グ
政
府
に
１
億
円
の
見
矛
令
を
支
払
う

こ
と
で
決
着
し
た
。
両
国
の
合
意
書
筒
は
、
同
年
１０

月
釣
Ｈ
に
束
束
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
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